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平成２７年度新見市地方独立行政法人評価委員会（第２回）議事要旨 

 

１ 日 時 平成２７年７月１５日（水）１３：３０～１７：０５ 

２ 場 所 新見市役所 第５委員会室 

３ 出席者 

（１）評価委員会 新中委員長、森口委員、杉委員 

（２）事 務 局 宮地係長、掛屋主査 

４ 議 事 

（１）平成２６年度実績報告書及び財務諸表の評価等について 

第１回評価委員会での新見公立大学からの説明に基づき、各委員が評価した内容を

発表し、委員会としての意見をまとめた。 

今回の審議結果に基づき、次回評価委員会（７月２２日（水）午後１時３０分から）

で、事務局がとりまとめた報告書案を確認することとなった。詳細は以下のとおり。 

委員発言要旨 取りまとめ結果 

［項目別評価］ 

Ⅰ．教育研究等の質の向上に関する目標を

達成するためにとるべき措置 

○項目別評価の評定４が２項目、評定３が

４項目となった。 

  

１ 教育 

１）教育の内容 

【看護学部】 

・地域との交流、大学院の設置、国家試験

（保健師、看護師）合格率１００％など、  

順調に運営がされている。 

・地域との交流事業では、高齢化率が高く

交通手段が脆弱なところを対象として活

動しており、住民からの期待が大きい。 

【幼児教育学科】 

・にいみこどもフェスタや、にいみ子育て

カレッジなど小さいお子さんを持ってい

る人には大変良い事業に取り組まれてお

り、評価できる。 

・認定こども園に対する需要は高まってお

り、市内の保育士も短期大学で研修して

いたり、地域への還元が図られている。 

【地域福祉学科】 

・学生のほとんどが市外の学生だが、土下  

 

【大項目評定】 ３ 

 

 

 

 

 

（項目別評価評定） ４ 

 ・地域交流活動の定着や、学生個々の授

業進度に基づいた個別支援などによ

り、学生個々の成長が見られる。  
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座祭りなど、伝統文化に取り組むことは  

非常に良いことである。 

・（定員割れに関し）地域福祉学科の取り

組みを地域の方は喜んでおられるのはよ

く分かるが、学科の魅力について、活動

の意義などを上手に情報発信することも

大事である。 

 

２）教育の実施体制 

・授業評価については、もともと学生と教

員との良好な関係が築かれていると思う

が、学生から授業に対する意見を聞こう

とする姿勢が評価できる。 

 

２ 研究 

１）研究の内容 

・新見市の各種計画策定会議などへ多数参

画されており、地域で唯一の研究機関と

して積極的に地域に還元されている。 

 

２）研究の実施体制 

 

 

 

３ 学生の確保及び支援 

１）学生の確保 

  

 

２）学生への支援 

  

 

 

 

 

Ⅱ．社会貢献に関する目標を達成するため

にとるべき措置 

１ 地域社会への貢献 

・新見市はＡＬＴを多く取り入れており、

中学校における英語弁論大会の実施は大

変有意義である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（項目別評価評定） ３  

 ・特に意見無しとする。  

 

 

 

 

 

（項目別評価評定） ３  

・必要な教員の確保について、不足する

ことがないよう努められたい。 

 

 

（項目別評価評定） ３  

・個人研究費の実績に基づく傾斜配分な

ど、引き続き有効な活用を図られたい。 

 

（項目別評価評定） ３  

・今後とも優秀な学生の確保に努められ

たい。  

 

（項目別評価評定） ４  

・自己評定３を評定４に変更する。  

・ＧＰＡ（評価制度）を活用しながらの

指導など、きめ細かな学生への支援が

評価できる。  

 

【大項目評定】 ４  

○自己評定３を評定４に変更する。  

・市民への公開講座開催など、地域との交

流や連携が図られており、地域社会への

貢献度が高い。 
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Ⅲ．業務運営の改善及び効率化に関する目

標を達成するためにとるべき措置 

○項目別評価は評定３のみ２項目となっ

た。 

１ 組織運営の改善及び効率化 

   

 

２ 人事の適正化 

 

 

Ⅳ．財務内容の改善に関する目標を達成す

るためにとるべき措置 

○項目別評価は評定３のみ３項目となっ

た。 

１ 自己収入の確保 

 

 

２ 外部資金の獲得 

 

 

３ 経費の抑制 

 

 

Ⅴ．自己点検・評価及び当該状況に係る情

報の提供に関する目標を達成するために

とるべき措置 

○項目別評価は評定３が１項目、評定２が

１項目となった。 

１ 自己点検及び自己評価 

 

 

２ 情報公開及び情報発信 

 

 

Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項を達

成するためにとるべき措置 

○項目別評価は評定４が１項目、評定３が

１項目となった。 

１ 施設・設備の整備及び活用 

   

【大項目評定】 ３  

○特に意見なしとする。  

 

 

（項目別評価評定） ３  

 ・特に意見無しとする。  

 

（項目別評価評定） ３  

 ・特に意見無しとする。  

 

【大項目評定】 ３  

○特に意見なしとする。  

 

 

（項目別評価評定） ３  

 ・特に意見無しとする。  

 

（項目別評価評定） ３  

 ・特に意見無しとする。  

 

（項目別評価評定） ３  

 ・特に意見無しとする。  

 

【大項目評定】 ３  

○特に意見なしとする。  

 

 

 

（項目別評価評定） ２  

 ・特に意見なしとする。  

 

（項目別評価評定） ３  

 ・特に意見なしとする。  

 

【大項目評定】 ４  

 

 

 

（項目別評価評定） ３  

 ・特に意見なしとする。  



 

 - 4 - 

２ 危機管理及び安全管理 

 

 

 

 

Ⅶ．予算、収支計画及び資金計画 

      

 

 

Ⅷ．短期借入金の限度額 

 

 

Ⅸ．出資等に係る不要財産又は出資等に係

る不要財産となることが見込まれる財産

がある場合には、当該財産の処分に関す

る計画 

 ～該当なし～ 

 

Ⅹ．前号に規定する財産以外の重要な財産

を譲渡し、又は担保に供しようとすると

きは、その計画 

 ～該当なし～ 

 

Ⅺ．剰余金の使途 

 

 

 

Ⅻ．新見市地方独立行政法人法施行規則で

定める事項 ～該当なし～  

 

［財務諸表］  

●貸借対照表、損益計算書、キャッシュフ

ロー計算書  

 

（項目別評価評定） ４  

 ・学生のノロウイルス感染に関する対応

など、適正な危機管理体制が構築され

ており、評価できる  

 

（項目別評価評定） ２  

・赤字決算は残念である。適正な資金計

画に努められたい。 

 

（項目別評価評定） ３  

・特に意見なしとする。  

 

※該当なし  

 

 

 

 

 

※該当なし  

 

 

 

 

（項目別評価評定） ３  

・奨学金制度の拡充については、学生へ

の支援につながり評価できる。  

 

※該当なし 

 

 

 

・赤字決算は危惧されるところであり、要

因として地域福祉学科の定員割れがある

が、学科の持つ魅力の情報発信などによ

り、学生の確保に努められたい。 

（２）次回開催日について 

・平成２７年７月２２日（水）１３時３０分からとした。 

以上 


